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別添１ 
 

認知症ケアに係る医療連携体制整備事業（案） 
 
１ 事業目的 

地域の認知症施策に係る医療・介護・福祉等の関係者が、認知症ケアパス

や認知症地域連携パス等（以下「認知症ケアパス等」という。）を活用し連

携することにより、それぞれの地域において、早期から認知症の状態に応じ

た適切なサービスが切れ目なく提供される体制を構築することを目的とす

る。 
 
２ 事業内容 
  認知症ケアパス等の作成やその運用体制の構築に係る経費、認知症ケアパ

ス等を周知・普及させるための研修会の実施に係る経費を県が補助する。 
 
（１）実施主体 

市町村、郡市等医師会 
 
（２）運営基準 

下記①、②について、地域の実情に応じて選択し、実施すること。 
① 認知症ケアパス等の作成及びその運用体制の構築 

地域の認知症施策に係る医療・介護・福祉等の関係者が参加し、当

該地域における認知症ケアパス等の作成、既存の認知症ケアパス等の

見直し等を検討するための会議を設置する。 
なお、既に同様の機能を有する会議等を設置している場合は、その

会議等を活用して差し支えない。 
② 認知症ケアパス等を周知・普及させるための研修会の実施 

医療・介護・福祉等の関係者や地域住民等に対して、①で作成した

認知症ケアパス等（既存のものを含む。）の活用方法や効果等に関す

る研修会を開催し、その周知・普及を図る。 
 
（３）留意事項 

① 実施主体は、当該地域に、地域支援事業実施要綱（平成 18年６月９

日老発第 0609001号厚生労働省老健局長通知）の「認知症地域支援推進

員等設置事業」における認知症地域支援推進員が配置されている場合は、

当該推進員を検討会議の委員とするなど、その活用に努めること。 
② 実施主体は、本事業の実施に当たって、地元市町村、地元医師会、保

健所・支所、認知症疾患医療センター、地域包括支援センター、医療機

関、介護サービス事業所、認知症サポート医等の関係者との連携に努め

ること。 
③ 実施主体は、本事業に係る経理と他の事業に係る経理とを明確に区分

すること。また、他の補助金等で措置されているものは対象としないこ

と。 







様式

１．事業計画

（１）事業実施期間 　平成２７年１月２７日　～　平成２７年３月３１日

（２）事業区分 ① 認知症ケアパス等の作成及びその運用体制の構築

② 認知症ケアパス等を周知・普及させるための研修会の実施

（３）事業内容

ア　会議の構成員

イ　会議の検討内容

（具体的に記入すること（開催回数、対象、内容等））

（注）別途資料等がある場合は添付すること。

担 当 者 名 大手　國榮

認知症ケアに係る医療連携体制整備事業協議書

実 施 主 体 名 一般社団法人　新見医師会

担 当 課 ( 係 ) 名 事務局

電 話 番 号 0867-72-0309

※該当するものに○を付
ける

①認知症ケアパ
ス等の作成及び
その運用体制の
構築（実施要綱
２（２）①）

認知症サポート医、新見公立大学看護科教授、特別養護老人ホーム施設長、訪問看
護師、理学療法士、作業療法士、介護支援専門員、新見市（市民課長、介護保険課
長、健康づくり課長、情報管理課長）、社会福祉協議会課長、岡山県備北保健所担
当者、新見医師会事務局、新見市在宅医療連携拠点まんさく、情報システム会社担
当者

認知症ケアパスの普及について
認知症地域連携パスの必要性等について

②認知症ケアパ
ス等を周知・普
及させるための
研修会の実施
（実施要綱２
（２）②）

開催回数：１回（Ｈ２７年３月予定）
対　象：医療・介護・福祉に携わる多職種
内容等：新見市が昨年末作成した認知症ケアパスの多職種への周知と一般市民への
ケアパス普及について、講義とグループワークを行う。

新見市が認知症ケアパスを作成、会議等の機会を捉え、周知に努めているが、未だ
一般市民への普及に至っていない。
認知症地域連携パスについては、その必要性などを含め未だ議論がされていない。

これまでの認知
症ケアパス・認
知症地域連携パ
ス等の取組状況

（４）



２．協議額内訳書

報償費 講師謝礼 講演会基調講演 22,274 １人１回
認知症サポート医報償 33,411 １人３回

旅費 講師旅費 岡山←→新見 5,340 １人１回
会議出席者旅費 120,000

需用費 資料代 認知症ケアパス増し刷り（会議出席者他関係機関配布用）
100,000

会議資料 45,000

文房具代 フラットファイル他 53,000
役務費 郵送料 講演会案内他 20,500 （＠８２円×２５０件）

広告料認知症ケアパス普及広告 150,000
（全世帯の７割が購読する地域新聞）

使用料 会場使用料 講演会 50,000
機器借り上げ料 プロジェクタ 10,000
会場使用料 会議 51,000 （３回）

実 施 主 体 名 一般社団法人　新見医師会

（注１）　岡山県医療介護総合確保事業実施要綱のうち認知症ケアに係る医療連携体制整備事業を参考に
記載すること。

（注２）　「補助協議額」欄には、「対象経費の支出予定額の合計」欄の金額から千円未満の端数を切り
捨てた額を計上すること。

経費区分
対象経費の支出予定額

(単位：円） 積　　　　算　　　　内　　　　訳

合　計 660,525

補助協議額 660,000

55,685

125,340

198,000

111,000

170,500

（＠２０００円×２０人×３回）

（＠５００円×２００）
（＠１５，０００×３回）
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